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昭和 39 年 9 月 巧 日 政
 

（
昭
和

3
3
年9月1

0
日
第

3種
郵
便
物
認
可
）
 
市
 
政
 
ニ
 
ユ
 
ー
 
ス
 

市
 

(1) 

原 （青森県） 五 所 横
断
は
手
で

合
図
し

ま
し

よ
う
 

横
析

は
手
で
合

図
し

ま
し

よ

う
 
に
な
ら

ん
で
通
行
 

歩
道
を
渡
つ
て
い
る
と
き
は
、
 

必
ず

一
時
と
ま
り
、
歩
行
者
を

優
先
す
る
J
 

⑧
狭
い
道
か
ら
広
い
道
へ
で
る

と
き
は
徐
行
す
る
か

一
時
と
ま

り
、
左
右
の
安
全
を
確
め
て
か

ら
発
進
す
る
。
 

⑨
交
差
点
、
道
路
の
ま
が
り
角

な
ど
徐
行
の
標
識
の
あ
る
と
こ

ろ
で
は
、
必
ず
徐
行
す
る
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
場
所
、
追
越

し
禁
止
の
標
識
の
あ
る
と
こ
ろ

で
は
追
越
し
を
し
な
い
。
 

⑩
交
差
点
や
踏
切
の
手
ま
え
で

と
ま
つ
て
い
る
車
の
間
に
割
り

こ
ん
だ
り
、
そ
の
前
を
横
切
る

よ
5
な
こ
と
を
し
な
い
。
 

⑩
二
人
乗
り
、
手
放
し
な
ど
危

い
乗
り
方
を
し
な
い
。
 

⑩
雨
の
日
や
雪
の
日
は
特
に
注

意
す
る
。
 

⑩
目
が
み
え
な
い
人
や
耳
が
き

こ
え
な
い
人
や
幼
児
が
通
行
し

て
い
る
と
き
は
、
 一
時
と
ま
る

か
徐
行
し
て
ぢ
や
ま
を
し
な
い
 

秋
 
の
大
掃
除
 

巡
 
視
 
日
 

程
 

秋
の
大
掃
除
巡
視
は
、
十
月

一
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
 

こ
の
時
期
に
、
日
常
掃
除
の
い

き
と
ど
か
な
い
天
井
裏
、
床
下

物
置
、
下
水
溝
な
ど
を
き
れ
い

に
し
ま
し
よ
う
。
 

一
日
 （
午
前
）
 
田町
、
平
和
町
 

（
午
後
）
栄
町
、
元
町
 

二
日
 （
午
前
）
柳
町
第

一
・
第

二
、
成
田
町
、
 
（
午
後
）
新町

鎌
谷
町
 

三
日
 
（
午
前
）
 
田
園
調
布
、弥

生
町
、
布
屋
町
 

五
日

（
午
前）
本
町
、
寺
町
、
 

岩
木
町
（
午
後
）
川
端
町
、
東

町
 

六
日
 
（
午前
）
新
宮
町
、
新
宮

末
広
町
、
旧
中
川
新
宮
、
柏
原
 

（
午
後
）幾
島
町
、
大
町

七
日
 
（
午
前
）
上
平
井
町
、
平

井
町
（
午
後
）
錦
町
、
旭
町

八
日
 
（
午前
）
中
平
井
町
、
漆

川
住
宅
（
午
後
）
敷
島
町
、
東

雲
町
、
下
平
井
町
、
同
住
宅

九
日
 
（午
前
）
湊
住
宅
（
午
後
 

）
さ
つ
き
町
、
末
広
町
 

I 

I 

I 

I 

I 

〇
 

綴
つ
て
保
存
し

ま
し

よ
う
 

.
 

報
 

広
 

市
 

）
・
 

秋
の
交
通
安
全
運
動
 

正
し

い
運
転
と

歩
行
 

秋
の
交
通
安
全
運
動
は
、
九
 
切
で

す
。
 

月
十
五
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
 

ま
た
、
こ
ど
も
さ
ん
の
交
通

全
国
一
斉
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
 

事
故
も
多
く
な
つ
て
お
り
ま
す

こ
の
た
び
の
交
通
安
全
運
動
 

の
で
、
お
と
な
の
方
は
愛
情
を

の
目
標
は
、
酒
飲
み
運
転
の
防
 

も
つ
て
規
則
を
シ
ッ
ケ
、
学
校

止
、
無
免
許
運
転
の
防
止
、
歩
 

に
あ
が
ら
な
い
こ
ど
も
の
行
動

行
者
の
正
し
い
横
断
と
な
つ
て
 
に
は
、

両
親
が
も
つ
と
注
意
を

お
り
ま
す
。
 

は
ら
い
、
ひ
と
り
歩
き
、
道
路

ク
せ
ま
い
道
路
に

ー
ぱ
い
の
 

で
の
遊
び
を
さ
せ
な
い
よ
う
に

車
タ
こ
れ
が
五
所
川
原
の
状
況
 
し

て
く
だ
さ
い
。
 

で
す
が
、
最
近
は
年
々
交
通
量
 

が
多
く
な
つ
て
お
り
ま
す
の
で
 
自
転

車
の
正
し
い
乗
り
方

一
歩
ま
ち
が
え
ぱ
交
通
事
故
の
 

犠
牲
と
な
り
ま
す
。
 

①
道
路
で
練
習
し
な
い
。
 

こ
の
た
め
、
道
行
く
人
も
、
 

②
乗
る
前
に
プ
レ
ー
キ
、
ベ
ル

車
を
運
転
す
る
人
も
人
命
を
尊
 
前

照
灯
、
反
射
器
を
点
検
す
る

重
し
、
お
互
い
が
笑
顔
で
譲
り
 
⑧

自
分
の
か
ら
だ
に
あ
つ
た
自
 

あ
い
、
急
が
ず
』、
あ
せ
ら
ず
、
 

転
車
に
乗
る
o
 

注
意
し
て
通
行
す
る
こ
と
が
大
 
④
道
路
の
左

の
端
し
を
通
行
す
 

る

（
二
台
以
上横
 

し
な
い
）
 

⑤
手
の
合
図
を
は

つ
き
り
す
る

⑥
交
差
点
で
は
、
 

徐
行
す
る
、
横
断

す
る
歩
行
者
の
ぢ

や
ま
を
し
な
い
、
 

右
大
廻
り
す
る
。
 

⑦
歩
行
者
が
横
断
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ク
雑
魚
と
り
4
 

稲
穂
が
重
そ
う
に
 

頭
を
垂
れ
て
い
る
畦
を
 

子
等
は
イ
ナ
ゴ
の
よ
う
に
か
け
め
ぐ
る
 

無
雑
作
に
突
つ
こ
ん
だ
綱
の
中
で
 

お
ど
ろ
い
た
雑
魚
が
あ
ば
れ
る
 

空
は
高
く
青
い
 

日
焼
し
た
頬
が
ほ
こ
ろ
び
 

快
心
の
笑
み
が
浮
ぷ
 

つ
ぎ
の
獲
も
の
を
求
め
て
 

真
黒
な
背
が
ひ
る
が
え
つ
て
ゆ
く
 

一
陣
の
風
に
 

う
な
ず
く
よ
う
に
稲
穂
が
ゆ
れ
 

ひ
と
し
き
り
鳴
子
が
鳴
り

ひ
び
く
 

の
ど
か
な
秋
の
ひ
る
さ
が
り
 

I
二
ご、
三
く
f
ノ
・ご
・
ら
、
ぐ
乞
‘f
？
二
了、
二
く
・
・
‘
く
ご
？

・g
、
、
、
・二
《‘
三・
？
二s、
、
、
了
ニ
ー
‘
こ
一
？二J
、
二
く
i
I
三
』
・二F
、
三
二く
了
二I
一
ごこj
、
こ、
こ
二
く
了
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昭和 39 年 9 月 15 日 ス
 

コ. 	・ー ニ
 

政
 

市
 

と
し
よ
り
の
日
に
敬
老
会
 

若
い
者
に
ま
け
な
い
元
気
 

ー基本選挙人名簿の調製 

	転入、転出の方は申請二 

議
 
最
高
令
者
九

齢
 

真
 

九
月
十
五
日
は
老
人
の
日
・
・・

こ
の
日
、
市
民
文
化
会
館
に
市

内
の
老
人
六
〇
〇
人
を
招
い
て

敬
老
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
 

開
会
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
九

十
歳
以
上
の
長
寿
者
、
真
藤
ひ

で

（
羽
野木
沢
）
、
小
野
イ
ト
 

（
飯詰
）
、
福
士
弥
太
郎

（
高

野
）
、
石
岡
も
子
（
野
里
）
、
 

角
田
な
よ

（
七
ッ
館
）
、
沢
田

ち
よ
 
（
小
曲
）
 に
市
長
か
ら
座

ぶ
と
ん
の
記
念
品
が
お
く
ら
れ

た
あ
と
、
市
長
の
あ
い
さ
つ
、
 

米
へ
ん
の
祝
辞
が
あ
り
、
婦
人
 

会
の
方
々
に
よ
る
余

興
が
披
露
さ
れ
た
。
 

初
め
て
見
る
市
民
文

化
会
館
に
長
生
き
は

す
る
も
の
だ
と
語
る

老
人
や
、
ま
だ
ま
だ

若
い
者
に
負
け
ら
れ

な
い
と
元
気
に
舞
台

に
あ
が
り
余
興
を
す

る
老
人
、
旧
友
に
出

合
い
喜
び
、
お
互
い

の
健
康
を
祝
し
あ
う

シ
ー
ン
が
あ
つ
た
。
 

写
真
 

会
場

一
ぱ
い
の
老
 

人
た
ち
 

市
選
挙
管
理

委
員
会
は
九
月

十
五
日
現
在
で

基
本
選
挙
人
名

簿
を
調
整
し
て

お
り
ま
す
、」
こ

の
名
簿
は
明
年

十
二
月
十
九
日

ま
で
の
間
に
お

こ
な
わ
れ
を
選

挙
に
用
い
る
大

事
な
名
簿
で
す

昨
年
調
整
さ

れ
た
基
本
選
挙
 

人
名
簿
か
ら
脱
落
し
て
い
る
方

ま
た
は
、
そ
の
後
転
入
し
た
方

転
田
、
転
居
し
た
方
は
必
ら
ず

中
し
で
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
 

知
事

か
ら
座
い
す

贈
ら
れ
る
 

九
月
二
十
五
日
、
農
業
会
館

で
お
こ
な
わ
れ
る
県
老
人
福
祉

大
会
で
、
県
知
事
か
ら
九
十
才

に
な
つ
た
沢
田
ち
よ
、
角
田
な

よ
、
石
岡
も
子
の
三
人
に
座
い

す
が
お
く
ら
れ
る
。
 

老
令
人
ロ
は
年
A
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
厚
生
省
の
発
表
に

よ
る
と
昨
年
の
日
本
人
の
平
均

寿
命
は
男
六
七

・
二
歳
、
女
七

二
・
三
歳
と
の
び
て
お
り
ま
す
 
 

も
う
け
つ
け
い
た
し
ま
す
。
 

選
挙
人
の
資
格
と
し
て
は

①
六
月
十
六
日
以
前
か
ら
引
き

つ
づ
き
五
所
川
原
市
に
住
ん
で

い
る
方
（
九
月
十
五
日
現
在
で

三
カ
月
以
上
の
方
）
 

②
昭
和
十
九
年
十
二
月
二
十
一

日
以
前
に
生
れ
た
方
（
十
二
月

二
十
日
現
在
で
満
二
十
才
以
上

の
方
）
 

県
民
手
帳
の
申
込
み
 

昭
和
四
十
年
度
版
青
森
県
民

手
帳
が
十
一
月
上
旬
発
売
さ
れ

ま
す
。
 

装
い
は
優
美
で
、
最
近
の
統

計
資
料
を
発

邑
に
と
り
入
れ
て

あ
り
ま
す
の
で
、
社
会
科
の
郷

上
教
育
に
好
適
で
す
。
ま
た
、
 

日
常
の
生
活
に
役
立
つ
便
覧
に

も
な
り
、
定
期
、
名
刺
入
れ
も

か
ね
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
、
十
月
一
日
ま
で
に
、
市

役
所
企
画
課
統
計
係
あ
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
代
金

は
一
部

一
〇
〇
円
で
す
。
 

一
一
歳の
 

藤
 
さ
 
ん
 

当
市
で
も
五
六
歳
以
上
の
老

令
者
が
二
三
七
九
人
あ
り
最
高

老
令
者
は
羽
野
木
沢
の
真
藤
ひ

で
さ
ん
の
九
十
二
歳
で
元
気
な

姿
を
敬
老
会
に
み
せ
て
い
た
。
 

)
 
(
 

て
ん

か
ん

の
救
急

処

置
 

西
北
中
央
病
院
精
神
科
 

医
 
員
 

村
 
本
 

幸
栄
 

一
一
！
 

て
ん
か
ん

つ
」
馴
四
。
 に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
発
作

型
が
あ
る
が
、

一
般
に
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
発
作
は
意
識

を
失
し
な
い
、
全
身
の
に
け

い
れ
ん
を
ぜ
し
、
顔
、
ロ
唇

を
蒼
く
し
て
ロ
か
ら
泡
を
出

す
も
の
で
、
こ
の
際
、
ケ
ガ

等
の
合
併
症
を
伴
い
ゃ
す
い

救
急
処
置
と
し
て
は
、
こ

の
合
併
症
を
防
ぐ
こ
と
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
 

発
作
が
起
つ
た
時
に
は

・
・
・
 

①
手
拭
等
柔
か
い
物
を
歯
間

に
か
ま
せ
、
舌
、
ロ
唇
の
咳
 
 傷

、
歯
ぐ
き
か
ら
の
出
血
を
防
 

み
、
。
 

②
着
衣
を
ゆ
る
め
、
と
く
に
首

胸
、
腹
を
楽
に
し
て
や
り
、
呼

吸
、
血
行
の
便
を
は
か
る
。
 

③
発
作
が
反
覆
す
る
時
に
は
必

ず
医
帥
の
診
療
を
う
け
る
。
 

て
ん
か
ん
は
、
発
作
を
起
す

た
び
に
知
能
は
低
下
し
、
人
格

の
変
化
が
よ
り
高
度
に
な
つ
て

ゆ
く
の
で
、
専
門
医
の
診
療
を

う
け
、
適
切
な
薬
を
つ
ね
に
服

用
し
、
発
作
を
極
力
防
ぐ
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
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